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研究成果の概要（和文）：これまでの自身の研究から，顔と声による情動認知において，日本人は欧米人よりも声への
依存性が高いことが示されている．本課題ではこれを発展させ，文化差を生み出すメカニズムについて多面的に検討し
た．実験の結果，(1)視聴覚音声情動認知の声優位性は，声単独による情動認知の精度によって一部説明可能であるこ
と，(2)文化差は時間的バインディングより高次の音声言語知覚や情動知覚のレベルにおいて生じること，(3)文化差を
生み出す神経基盤として紡錘状回顔領域等が関与していることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Our previous study found that emotion perception from face and voice is modulated 
by observers’ cultural background. The current study further investigated the mechanism which yields 
cultural differences in emotion perception. Results suggest that (1) vocal superiority in Japanese can be 
partly explained by the accuracy of unisensory emotion perception from voice, (2) cultural differences in 
audiovisual processing emerge at higher levels such as speech perception and emotion perception than 
temporal binding process, (3) at the neural level, fusiform face area may modulate cultural differences 
in multisensory emotion perception.

研究分野：認知心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 社会的動物である人間にとって，他者の情
動を理解することは円滑な関係を維持する
上で不可欠といえる．他者と対話する際，例
えば，相手が「了解しました」と言ったとし
ても，実際のところ快諾されたのか，渋々受
け入れられたのかは表面的な言語内容だけ
からでは判断できない．このため電子メール
などではしばしば誤解が生じるが，対面場面
では，聞き手は顔の表情などの非言語情報を
もとに話し手の「真意」を判断している． 
顔表情の研究から，基本的情動である怒り，
喜び，恐怖などがどのような表情として表出
されるかはかなりの程度普遍的であるが，他
者の前でどのように表出するのか（表示規
則），そして表情をどのように解釈して他者
の情動を認知するのか（解読規則）といった
側面には，文化差があることが示されている．
例えば，日本人は米国人と比べて，顔の表情
の中でも口元より目元に表れた特徴を重視
して他者の情動を認知することが報告され
ている． 
他者の情動を判断するときには，顔の表情
や身振りといった視覚情報のみならず，声な
どの聴覚情報も重要な役割を果たしており，
複数の感覚モダリティから入力される情報
を用いている．研究代表者の研究の最終目標
は，発話時の顔と声（視聴覚音声）の統合様
式における文化差を検討し，多感覚情動解読
規則の文化依存性とその神経基盤を解明す
ることにある． 
 
２．研究の目的 
 申請者のこれまでの研究では，顔と声によ
る情動認知において，日本人はオランダ人よ
りも声優位性が高いことを示した．本研究で
はこれまでの成果を踏まえ，以下 3点から研
究を発展させる．1) 視聴覚音声情動認知にお
ける日本人参加者での声優位性と内集団判
断での声優位性は，いずれも声のみから情動
を正確に判断できることに起因する可能性
を検討する，2) 文化差が視聴覚音声情報処理
プロセスのどの段階で生じるのかを明らか
にする，3) 視聴覚音声情動認知の文化差の神
経基盤を検討する． 
 
３．研究の方法 
(1) 顔ないし声単独に基づく情動認知におけ
る文化差 
 日本人およびオランダ人参加者を対象と
して，識別する情動の種類を基本 6感情全て
に拡大し，声情動認知および顔表情認知の実
験を実施した．日蘭双方の参加者が日蘭双方
の刺激に対する課題をおこなった．もし顔な
いし声の単独提示での正答率に文化差が見
出せれば，視聴覚音声情動認知での文化差は，
より正確に判断できる情報を重視した結果
として解釈できる．また，視聴覚音声情動認
知での声優位性を，声（ないし顔）単独によ
る情動認知の精度によって説明できる点で，

内集団での声優位性との類似性を指摘でき
る．逆にもし声（ないし顔）単独による情動
認知に文化差がなければ，当初の予測とは異
なる．この場合，先行研究で見られた文化差
は，顔ないし声単独での情動認知の正確さが
同程度にもかかわらず生じていることにな
る． 
 
(2) 一連の視聴覚音声情報処理プロセスのさ
まざまな段階における文化差 
 時間的バインディング（顔と声に微小な時
間差をつけて提示し，提示順序を判断させる
課題）および音声言語知覚（マガーク効果を
利用した音声同定課題）における文化差を検
討した．日本人およびオランダ人を対象に両
実験を実施した．もし時間的バインディング
で文化差が見られた場合，音声言語知覚や音
声情動認知より前の処理段階で文化差が生
じていることが示唆される．もし時間的バイ
ンディングに文化差がなく，音声言語知覚に
は文化差が見られた場合，音声情報処理プロ
セスの特定の処理段階以降において文化差
が生み出されていることが示唆される． 
 
(3) 視聴覚音声情動認知の文化差を生み出す
神経基盤 
 日本人を対象とした実験は平成 25 年 6 月
に，オランダ人を対象とした実験は平成 25
年 8～9 月にかけて実施した．実験では動画
刺激（日本人およびオランダ人による喜びと
怒りの情動表現）を視聴覚提示し，顔と声の
情動価（一致/不一致）を操作した．被験者は
顔または声のいずれかに注意を向けて，2 肢
強制選択（喜び/怒り）で情動を判断した．上
記に加えて，視覚/聴覚単独提示の条件も設け
た． 
課題中の反応欠損値および課題間違いと，
脳機能計測中の頭部の動きを基準に，複数名
の被験者のデータを除外し，日本人被験者 20
名，オランダ人被験者 15名の計 35名のデー
タを最終的な分析対象とした． 
 
４．研究成果 
(1) 顔ないし声単独に基づく情動認知におけ
る文化差 
 声情動認知および顔表情認知の実験の結
果，顔単独での正答率には文化差がみられな
かったが，声単独の正答率はオランダ人より
も日本人の方が高いことが示された．つまり，
視聴覚音声情動認知の声優位性は，声単独に
よる情動認知の精度によって説明が可能で
あり，内集団での声優位性と類似性があるこ
とが示唆された． 
 
(2) 一連の視聴覚音声情報処理プロセスのさ
まざまな段階における文化差 
 時間的バインディング課題および音声言
語知覚課題を用いた実験の結果，音声言語知
覚には日蘭の間に違いがみられるのに対し，
時間的バインディングには日蘭の間に違い



がみられないことが明らかとなった．これら
の結果から，視聴覚統合の初期におこなわれ
ると想定される時間的バインディングには
文化の違いは影響せず，それより高次の過程
だと考えられる音声言語知覚や情動知覚の
レベルにおいて，文化の違いによる影響があ
ることが示唆される． 
 
(3) 視聴覚音声情動認知の文化差を生み出す
神経基盤 
 課題遂行中の行動データを解析したとこ
ろ，オランダ人と比較して，日本人は情動知
覚の際に声への依存性が高いという先行研
究と同様の結果が得られた． 
 イメージングデータについては個人解析
の結果をもとに，日本人群およびオランダ人
群のそれぞれについて，特定の条件間の比較
(コントラスト)において有意に賦活する部位
を検討した．分析には SPM8.0を用いた．解
析は単独モダリティ呈示での基礎的なコン
トラストから順に慎重に検討を進めた．まず，
視聴覚提示条件と視覚単独提示条件のコン
トラストでは聴覚野近傍に活動が認められ
ることを確認した．次に，刺激の視聴覚提示
条件と聴覚単独提示条件のコントラストで
は視覚野近傍に活動が認められることを確
認した． 
 次に，視聴覚の多感覚モダリティ呈示での
活動部位を検討した．まず日蘭それぞれの群
において，課題(顔判断，声判断)×刺激(日本
人刺激，オランダ人刺激)×一致性(顔と声の
情動価が一致，不一致)の 3要因配置で検討し
た． 
 続いて，左右の側頭葉声領域(声処理)，紡
錘状回顔領域(顔処理)，上側頭溝(視聴覚統合
処理)および前部帯状回(不一致の検出)を関
心領域とした解析を実施した．日蘭のグルー
プ間での比較をおこなった結果，顔と声のど
ちらに注意を向けるかによらず，日本人と比
較してオランダ人は両側紡錘状回の顔領域
における活動が大きいという結果が得られ
た．ゆえに，日本人と比較してオランダ人で
は顔への依存性が高いという傾向は，両側紡
錘状回の顔領域の活動の差を反映している
可能性が示唆された． 
また，聴覚野および視覚野を関心領域とし
た解析を実施した．解析の結果，参加者の文
化によらず，声課題で不一致刺激呈示時には
視覚野の活動に抑制がかかること，顔課題で
不一致刺激呈示時には聴覚野に抑制がかか
ることが示された．より低次の知覚処理にお
いて文化差が生じている可能性について検
討したところ，顔課題時の聴覚野における一
致性効果において文化差が認められた． 
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